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平成 22年度特別調査  

「化学療法等の外来、入院別実施状況調査」、「医師あたりの患者数等の動向調査」 

調査票（案） 

 

施設コード 施設機関名 

          

 

１ 貴院に勤務している医師数（外来専属の医師を除く）についてお伺いします。 

 

問１－１ 平成22年○月、貴院に勤務している医師数（但し外来業務のみに従事している医師を除く）を常勤換算

でご記入ください。平成 20 年○月、平成 21年○月についても同様にご記入ください。 

 平成 20 年○月 平成 21 年○月 平成 22 年○月 

医師数（常勤換算） 人   人  人  

＜注１＞外来業務のみに従事している（入院業務に全く従事していない）医師は数えないでください。 

例） 週１回、他院より外来診療を行う為に来ている医師 → 数に含めない。 

   病棟業務を行いつつ、週２回（月・木）外来診療を担当している医師 → 数に含める。 

＜注２＞平成22年○月中の平均的な１週間を選び（どの週を選ぶかは任意）、その勤務実績を踏まえ、計算してく

ださい。平成 21 年、平成 20 年も同様です。 

＜注３＞ 非常勤職員の常勤換算の計算方法について 

   貴院の1週間の通常勤務時間を基準として、下記のような計算を行ってください。全て足し合わせた後、小数点

第二位を四捨五入し、ご記入ください。 

  例） 1 週間の通常の勤務時間が 40 時間の病院で、週 3日（各日 5時間）勤務の医師数が 4人いる場合 

                             3 日×5時間×4人 

    常勤換算後の医師数＝                           ＝1.5 人 

                                40 時間 

  

中医協 総－２－２ 

２ ２ ． １ ０ ． １ ５ 

 

診調組 Ｄ－１－２ 

２ ２ ． １ ０ ． ２ ６ 
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問１－2 平成 22 年○月、貴院に勤務している医師数（但し外来業務のみに従事している医師を除く）を各診療科

別に常勤換算でご記入ください。平成 20 年○月、平成 21 年○月についても同様にご記入ください。 

 

ただし、ここでいう「各診療科」は、特に規定のない限り、「DPC 導入の影響評価に係る調査」の様式１にお

ける「診療科コード」（１ 病院属性等 の (2)）に従って分類するものとします。 

診療科目 コード番号 平成 20 年○月 平成 21 年○月 平成 22 年○月 

小児科 100 人 人 人 

心臓血管外科 170 人 人 人 

放射線科のうち 

放射線治療に携わる医師 

270 の 

一部 人 人 人 

麻酔科 490 人 人 人 

※ なお、病院で独自にコードを規定している場合は、上２桁が合致する診療科に医師数を振り分けてください。 

 

 

 

【参考】 診療科コードについて（「DPC導入の影響評価に係る調査」実施説明資料より） 

⑵ 診療科コード 

医療資源を最も投入した傷病の診療を担当した医師の所属する診療科のコード番号を入力する。診療科目が当該病

院の診療科名と一致しない場合には，近いものを適宜選択する。 

また，コード番号は３桁であるので，これを超えない変更は可能である。（例えば，胸部外科を外科"110"に加えて

"111"とする等） 

診療科目 コード番号 診療科目 コード番号 診療科目 コード番号 

内科 

心療内科 

精神科 

神経科 

呼吸器科 

消化器科 

循環器科 

アレルギー科 

リウマチ科 

小児科 

外科 

整形外科 

形成外科 

美容外科 

脳神経外科 

呼吸器外科 

心臓血管外科 

小児外科 

皮膚泌尿器科 

性病科 

肛門科 

産婦人科 

眼科 

010 

020 

030 

040 

050 

060 

070 

080 

090 

100 

110 

120 

130 

140 

150 

160 

170 

180 

190 

200 

210 

220 

230 

耳鼻咽喉科 

気管食道科 

リハビリテーション科 

放射線科 

神経内科 

胃腸科 

皮膚科 

泌尿器科 

産科 

婦人科 

呼吸器内科 

循環器内科 

歯科 

歯科矯正科 

小児歯科 

歯科口腔外科 

糖尿病科 

腎臓内科 

腎移植科 

血液透析科 

代謝内科 

内分泌内科 

救急医学科 

240 

250 

260 

270 

280 

290 

300 

310 

320 

330 

340 

350 

360 

370 

380 

390 

400 

410 

420 

430 

440 

450 

460 

血液科 

血液内科 

麻酔科 

消化器内科 

消化器外科 

肝胆膵外科 

糖尿内科 

大腸肛門科 

眼形成眼窩外科 

不妊内分泌科 

膠原病リウマチ内科 

脳卒中科 

腫瘍治療科 

総合診療科 

乳腺甲状腺外科 

新生児科 

小児循環器科 

緩和ケア科 

内分泌リウマチ科 

血液腫瘍内科 

腎不全科 

精神神経科 

内分泌代謝科 

470 

480 

490 

500 

510 

520 

530 

540 

550 

560 

570 

580 

590 

600 

610 

620 

630 

640 

650 

660 

670 

680 

690 
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２ 以下の診療報酬項目について貴院の「外来での算定状況」についておたずねします。 

 

問２ 以下の診療報酬について、貴院の平成 20年○月、平成 21年○月、平成 22年○月における外来でのの

べ算定件数をご記入ください。 

 平成 20 年○月 平成 21 年○月 平成 22 年○月 

＜外来でののべ算定件数をご記入ください。＞ 

外来化学療法加算１ 

（「注射」通則６ イ） 
件 件 件 

外来化学療法加算２ 

（「注射」通則６ ロ） 
件 件 件 

高エネルギー放射線治療 

１回目（M001 体外照射 ３ イ） 
   

 

(1) １門照射又は対向２門照射 件 件 件 

(2) 非対向２門照射又は３門照射 件 件 件 

(3) ４門以上の照射、運動照射又

は現体照射 
件 件 件 

強度変調放射線治療 １回目 

（M001 体外照射 ４ イ） 
件 件 件 

ガンマナイフによる定位放射線治療

（M001-2） 
件 件 件 

直線加速器による定位放射線治療

（M001-3） 
件 件 件 

痔核手術（脱肛を含む。） （K743）    

 

１ 硬化療法 件 件 件 

２ 硬化療法（四段階注射法によ

るもの） 
件 件 件 

３ 結紮術、焼灼術、血栓摘出術 件 件 件 

４ 根治手術 件 件 件 

５ PPH 件 件 件 

ヘルニア手術 鼠径ヘルニア 

（K633 ５） 
 件  件  件 
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体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 

（K768） 
 件  件  件 

水晶体再建術 眼内レンズを挿入す

る場合（K282 １） 
 件  件  件 

後発白内障手術 

（K282-2） 
 件  件  件 

心臓カテーテル法による諸検査 

（Ｄ206） 
件 件 件 

胃・十二指腸ファイバースコピー 

（D308） 
件 件 件 

大腸ファイバースコピー（D313）    

 

１ S 状結腸 件 件 件 

２ 下行結腸及び横行結腸 件 件 件 

３ 上行結腸及び盲腸 件 件 件 

内視鏡的胃、十二指腸ポリープ、粘

膜切除術（K653） 
   

 

１ 早期悪性腫瘍粘膜切除術 件 件 件 

２ 早期悪性腫瘍粘膜下層剥離術 件 件 件 

３ 早期悪性腫瘍ポリープ切除術 件 件 件 

４ その他のポリープ・粘膜切除術 件 件 件 

内視鏡的結腸ポリープ・粘膜切除術

（K721 全区分の合計※） 
件 件 件 

内視鏡的大腸ポリープ・粘膜切除術

（K721-2 全区分の合計※） 
件 件 件 

※ K721 及び K721-2 は平成２２年度診療報酬改定において点数体系が変更となっているため、該当する区分

全ての合計件数をお書きください。 
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３ 貴院で導入されているレセプトコンピューターの統計機能等についてお伺いします。 

設問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

問３－１ 貴院で導入されているレセプトコンピューターの会社名、導入時期等についてお教えください。 

ソフトメーカー名（自主開発の場合はその旨御記載下さい） ソフト名及びバージョン等 

  

販売代理店 導入時期 次回更新予定時期 

 年     月 年      月 

問３－２ 今回の特別調査について、該当するものに○をお付けください。 

（  ） 事務系の職員等のみで対応可能な内容であった。 

（  ） 院内の情報処理系の専門職員で対応可能な内容であった。 

（  ） 院内の医療従事者（医師、看護師等）に聞かないとわからない内容であった。 

（  ） レセプトコンピューターの開発元（販売元）に依頼しないと対応できない内容であった。 

問３－３ 貴院のレセプトコンピューターの統計機能を使用するに当た

り、どの程度過去のデータをさかのぼることが可能でしょうか。 
過去         か月分まで可能 

問３－４ 貴院のレセプトコンピューターの統計機能を活用し、以下の集計のうち実行困難なものについて○を

お付けください。集計は外来レセプトを対象として行うものとお考えください。 

（  ） 薬剤の使用状況の集計。 

     例） 先月の外来患者のうち「パクリタキセル」を使用した患者の人数。 

（  ） 複数の薬剤の併算定状況の集計。 

     例） 先月の外来患者のうち「パクリタキセル」及び「カルボプラチン」を使用した患者の人数。  

（  ） 複数の診療行為の併算定状況の集計。 

     例） 先月の外来患者のうち「CT 撮影」及び「MRI 撮影」を算定した患者の人数。 

（  ） 病名と診療行為のクロス集計 

     例） 先月の外来患者のうち病名に「子宮がん」があり、「CT 撮影」を算定した患者の人数。 

（  ） 薬剤と診療行為のクロス集計 

     例） 先月の外来患者のうち「尿素呼気試験」を算定し「ランソプラゾール」を処方した患者の人数。 

（  ） 病名と薬剤のクロス集計 

     例） 先月の外来患者のうち病名に「胃潰瘍」があり、「ランソプラゾール」を処方した患者の人数。 

（  ） 病名と複数薬剤のクロス集計 

     例） 先月の外来患者のうち病名に「胃潰瘍」があり、「ランソプラゾール」「アモキシシリン」「クラリスロマ

イシン」の３剤（ピロリ菌除菌の３剤）を処方した患者の人数。 

＜補足＞本問は今後の特別調査にあたり、調査を引き受けていただいている皆さまの病院にとって、調査内容

が過剰な負担とならないようにするために、現状把握をする目的で記載をお願いさせていただくもので

す。本来の調査（設問１，２）に対して付加的なものですが、ご協力のほどよろしくおねがいいたします。 


